オリーブ教材(小学校用)（解説）

■　教材の概要

学習指導要領「社会」第３学年及び第４学年の目標(2)には、「地域の地理的環境、人々の生活の変化や地域の発展に尽くした先人の働きについて理解できるようにし、地域社会に対する誇りと愛情を育てるようにする。」とあり、内容(6)には、「県の様子について、次のことを資料を活用したり白地図にまとめたりして調べ、県の特色を考えるようにする。　ア　県内における自分たちの市(町)及び我が国における自分たちの県の地理的位置、47都道府県の名称と位置　イ　県全体の地形や主な産業の概要、交通網の様子や主な都市の位置」とある。

そこで、本教材では、国内における香川県の位置を取り上げて調べ、隣接する県との位置関係や日本全体から見た位置などについて、方位などを用いて言い表すことを通して、自分たちの県の位置を広い視野からとらえることができるようにする。その後、県の様子について学習する際に、県の特色を考える手掛かりとして、県花・県木などを調べる対象として挙げている。また、県花・県木のオリーブに興味・関心を高めるために、オリーブを使った製品を調べる活動を取り入れている。
■　授業の展開例

	学習活動
	配慮事項

	１　わたしたちが住む県や、他の都道府県の位置を確かめる。
	○　都道府県の名称と位置を地図帳で確かめ、その名称を白地図に書き表す。

○　香川県以外の都道府県については、単なる名称だけでなく、その都道府県のどんなことを知っているのかも付け加えて書き表すとより効果的である。

	２　わたしたちが住む県について、知っていることを話し合う。
	○　県章、県花、県木、県鳥、県魚、県獣について、インターネットなどを活用して調べる。

○　その他香川県について知っていることを発表することで、「わたしたちの県」の学習に対しての意欲付けを図る。

○　４７都道府県の県花・県木について調べてみる活動も考えられる。

	３　県花・県木のオリーブについて、知っていることを話し合う。
	○　オリーブの生産のさかんな小豆島の位置を地図帳で確かめ、白地図に書き表す。

○　オリーブに関わる、身近にあるものや、新聞等で見聞きしたことを発表することで、県花・県木に関心を高める。

○　小豆島とオリーブについて、次を参考に補説することも考えられる。

『ｵﾘｰﾌﾞ植栽100周年記念誌』ｵﾘｰﾌﾞ植栽100周年記念事業実行委員会発行
『オリーブ公式テキスト』小豆島町オリーブ課

http://www.pref.kagawa.jp/noshishozu/olive.olive.htm
http://www.olive-pk.jp/


第４学年社会　「わたしたちの県」








